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「ジャブジー」（口語訳）
　　　　　　　　　　　　　溝　上　富　夫・訳
　　　　麗甫勲
　　　　　浮ep（u）Ji　sahlb
　　　　　　　　tr。　by　Tomio　MIZOKAMI
　〈解説〉「ジャブジー」（人格化してサーヒブをつけて呼ぶこともある）は，シク教
の聖典『グル・グラント・サーヒブ選の最初の部分を構成する瞑想的讃歌集で，開禮
グル・ナーナク自身の作といわれている。ジャブとは，神の名やマントラをくり返し
たり，瞑想したりすることで，シク教徒は，毎朝沐浴してから，主の御名をくり返し，
主の偉大さを瞑想することが義務とされる。「ジャブジー」と並んで，グル・ゴービン
ド・シング作の「ジャープ」「サワイヤー」を，朝の沐浴後，唱えることになっている
が，この「ジャブジー」は，シク教のエッセンスを最もよくあらわしたものといって
もよい。（右欄に原語によるテキストとその発音を音標文字で示す。）
神は唯一絶対で，その名は真理，すべての創造主，
おそ
怖れることのないお方，敵のないお方。
その姿は時を超え，生まれることなく，自照である。
　　グル
神は師の恵みにより得られる。
神を瞑想せよ。
神ははじめから真理だった。この世の創造の前に真
理だった。
　　　　　　　　　　　　　　　　と　わ
ナーナクよ。神は今も真理だし，永久に真理だろう。
　　　　　　ム　　　ルマントラ
〔ここまでを基本的教義という1
何十万回考えても，考えるだけでは主は得られない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いいくら沈黙を続けて神を思念しても，心の中は癒や
せない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いいくら世の財宝を積み重ねても，人はその飢えを癒
やせない。
人は数知れぬ知恵をもっているが，ひとつとして彼
と一緒に〔主のもとへ）行くものはない。
，硲甜靭咽嗣袖
・k。羅kar　saも（1）nam〔V）kerta　pur蝋U）n王rbる。　nlrvεrくU）
椰｝崩翻瀞or∂v前セ〃
　　　り　　　　　　　　　ほ　　　　　　　　　　　の　　　　ム
。k。l　muFt（、）e3uni。倉軸gvr　P・・＄ad（・）
剤ll
5。Pを）
縦需勲珊IIad（1）s蕊〈u）、ugaδ（Σ）蕊c（u）
δ劃冊　細謝蚕珊〃9〃
ft。　P墨s∂c（u）na・∂k　hQsi　p三・・c（u＞
滞論汚翻，肴最ガpal・ee〃
SOCε＄。C（1）ne　hOV8i　3e　soci！e漁var
前郡｛煎，灘納習糠鐸
　　　　　　　　　　ハcmpe　cup ne h・vei　3eエai　r・ha　1エvtav
幽騨汚飼，書伽卿1弼〃
pu｝くhla　pukh　n魯　ロ七ri　3e　b∂nna　puria　par
1
1
＞
礁
．
鞭礁鱒鯉即
65
ジジャブジー」口語訳
いかにして人は正しくあり，虚偽の幕を破れるだろ
うか。
ナーナクよ。〔それは〕主の御心によって書かれた定
めに従うことによって〔可能となる〕。
主の御心により，形ある物すべてが作られ，その御
心は言葉では表わされない。
主の御心により生命が作られ，主の御心により偉大
さが得られる。
主の御心により，高くなる者も低くなる者もある。
主の御心により，ある者は喜びを，ある者は苦しみ
を得る。
主の御心にタり，祝福を受ける者もいれば，永久に
輪廻にしばりつけられる者もいる。
すべてのものは主の御心の中にあり，御心の外にあ
るものは何もない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　ウナーナクよ。もし主の御心を理解すれば，誰も自巴
マ　イ
本位におちいることはないだろう。
〔不滅の〕主の〔無限の〕力を歌える者は誰もいな
いo
主の恵みを歌い，その〔威光の〕しるしを理解でき
る者は誰もいない。
　　グ　ナ　　　　　　　　みわざ
主の徳性と偉大さと御業を歌えるものは誰もいな
いo
〔難解な思想をもった〕主の知恵を誰が歌えようか。
ある者は，主は身体を創り，そしてそれを土にする
と歌う。
ある者は，主は命を召され，又命を創ると歌う。
主は遠方にまし’ますと歌う者もいる。
主はま近か1とおわして，我らをご覧になると歌う者
もいる。
主についてこのように語る者は少なくない。
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何千万という人が，主について何千万という謝男の
仕方をする。
〔主の賜物はひじょうに大きく〕与える者として与
えつづけるが，受け手の方は受けるのに疲れてしま
う。
どの時代も，人は主の恵みのうちに生きてきた。
主は御心によって，人を道に歩まされる。
ナーナクよ。主は悦に入られ，〔人が何をいおうと〕
意に介されない。
　　　　　　　　　　ナ　ム主は真理である。童の御名と真理により，主の無限
の愛が我らll．説かれた。
人は「主よ，恵みを与え給え」と懇願する。主は我
　　　　　　ほどこ
らに恵、みを施される。
〔それに応えて〕我らは，主の宮殿を拝めるような
何を，主に供しようか。
　　　　ひ主の愛を魅きっけるような書葉を我らの口からどう
雷い表わせようか。
ア　ム　リ　ト　ヴ　エ　　　ラ　　　　　こと
早朝の神々しい時に，真の御名を唱え，主の偉大さ
を瞑想せよ。
善行によって〔肉体という〕衣嚴が得られ，主の恵
みによってのみ，解脱への戸口が開かれる。
ナーナクよ。主はすべて自ら真理であると知れ。
主は〔像を作って〕置かれることはできない。
主は自ら清浄であられるから。
主に仕えた者のみ〔主の宮殿で〕名誉を受けた。
ナーチクよ。徳の宝である主の栄光を歌え。
童の愛を心に留め，主の讃歌を歌え，聞け。
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〔そうすれば〕歌う者は苦しみが除かれ，幸わせを
家に運んでくれるだろう。
グルバーニーは主のお言葉であり，グルバーニーは
主の知識である。
グルバーニーはあまねく偏在する。
シヴァ，ヴィシュヌ，ブラフマー，〔シヴァの妃〕パー
ルヴァティーも，唯一のグルの顕現に外ならない。
私は主を知っているとしても，主を表現することは
できない。主は言葉では言い表わされない。
主は説かれた。あらゆる創造物の創り主は唯一であ
ることを忘れまじと。
主のお気に召さぬならば，聖地巡礼や沐浴をして何
になろう。
霞に光るあらゆる被璋物も，良い行ないがなければ，
何が得られ，何を手にするだろうか。
主の教えを一つでも聞き入れるならば，心にダイヤ
モンド，宝石，ルビーが生まれる。
主は説かれた。あらゆる創造物の創り主は唯一であ
ることを忘れまじと。
　　　　　　　　ユ　ガ
ある人の年令が四年紀になり，十倍になろうとも，
　　　カンド
九つの大陸で知られ，すべての人が彼に従おうとも，
この世で名声を博し，栄光を獲得しようとも，主の
恵みが得られぬなら，誰もかまってくれない。
虫ケラの中の虫ケラのように扱われ，最悪の罪人に
さえ，その罪をなじられよう。
　　　　　　　　ゲナ
ナーナクよ。主は徳のない者にグナを与え，徳潜に
はさらにグナを与えられる。
このような有徳の主を，私は外に知らない。
　　　　　　　　　　　　　シツダ〔主の御名を聞くことにより〕完壁な人，精神的英
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　　ピロル
雄，宗教的指導者，ヨーギーとなれる。
〔主の御名を聞くことにより〕地と〔それを支える
と伝説で言われる〕牡牛と天の本性が知れる。
〔主の御名を聞くことにより〕大陸と世界と下界が
知れる。
〔主の御名を聞くことにより〕死が訪れることがで
きない。
ナーナクよ。主を崇める者はいつも幸わせである。
〔主の御名を聞くことにより〕悲しみと罪が消える。
〔主の御名を聞くことにより〕死の神，創造の神，
雨の神〔の地位〕が得られる。
　　　　　　　　　　よこしま
〔主の御名を聞くと〕邪な者さえ，主の讃歌を口ず
さむようになる。
　　　　　　　　　　いきもの
〔主の御名を聞くと〕生物は主と一体となる方法と
身体の神秘を知る。
　　　　　　　　　シヤ　ストラ　　ス　ム　リテイ
〔主の御名を聞くと〕法典と聖伝文学とヴェーダの
知識が得られる。
　　　　　　バ　ガ　　ト
ナーナクよ。大聖人はいつも幸わせである。
〔何故なら，主の御名を聞くと〕苦しみも罪も消え，
真理と満足と知識が得られ，
六十八の聖地で沐浴するのと同じ結果が得られる。
主の御名を聞き〔それを〕何度も学ぶことにより，
人は名誉を受ける。
〔主の御名を聞くと〕容易に主の瞑想が得られる。
　　　　　　バ　ガ　ト
ナーナクよ。大聖入はいつも幸わせである。
〔何故なら，主の御名を聞くと〕苦しみも罪も消え，
グナ
徳の深い海に浸ることができる。
　　　　ピ　　　ル
学者，精神的指導者，君主になれる。
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目の見えない入も，道が分かるようになる。
測り知れない主のところに手が届く。
　　　　　　バ　ガ　ト
ナーナクよ。大聖人はっねに幸わせである。
〔何故なら，主の御名を聞くと〕苦しみも罪も消え
る。
信仰の状態は名状し難い。
〔敢えてそれを〕名状しようとする者は後で悔いる。
紙やペンやどんな書記も，座ってこの状態を記述し
たり思いをめぐらすことはできない。
濁りのない主の御名とはこのようなもの。
主の御心に従う人は，主の心が分かる人だ。
〔主の御名を心から〕信じると，意識と神の知恵が
人の心に生まれる。
〔主の御名を心から〕信じると，あらゆる世界の知
識が得られる。
〔主の御名を心から〕信じると，顔に怪我をしない
〔罪を受けない〕。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　マ〔主の御名を心から〕信じると，人は冥神と一緒に
行かない〔ヤマを恐れることはない〕。
濁りのない主の御名とはこのようなもの。
〔主の御名を心から〕信じると，その行く道に障害
はなくなる。
〔主の御名を心から〕借じると，名誉と尊厳をもっ
てこの世を去ることができる。
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〔主の御名を心から〕｛じると，〔狭量なセクト的〕
道を歩まない。
　　　　　　　　　　　　　　　グルマ〔主の御名を心から〕信じると，正義と関わりを持
つ。
濁りのない主の御名とはこのようなもの。
主の御心に従う入は，主の心が分かる人だ。
〔主の御心を心から〕信じると，解脱への戸口を得
る。
〔主の御心を心から〕信じると，家族をも正しくす
ることができる。
〔主の御心を心から〕信じると，自らを救い，グル
の教えに従う者を救うことができる。
ナーナクよ。〔主の御心を心から〕信じると，施しを
　　　こつじき
求めて乞食する必要はなくなる。
濁りのない主の御名とはこのようなもの。
主の御心に従う人は，主の心が分かる人だ。
〔グルの筥殿で〕選ばれた者こそすぐれている、，
その者こそ宮殿であがめられる。
彼らは主の宮殿で1名誉に〕輝く。
彼らは，グルのみに注目する。
　　グナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みわざ
主の徳を語り考えたくとも，その御業は数えられな
いo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダルマ
〔地球を支えるとされる想像上の〕牡牛は法であり，
窪は慈悲の息子である。
心の満足が全世界の秩序を保っている。
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「ジャブジー」口語訳
牡牛がどれほどの重荷を支えているかを理解する者
　　まこと
は，真の人間となる。
この地球以外にも，他に多くの世界がある。
それらの世界を下から支える力は何か。
この世の笙暢の種類，色の名前を，鰯造主のペンは
つねに書きつづけた。
しかし，この書き方を知る者は少ない。
書きはじめると，際限なき大冊となろう。
主よ。あなたの力はいかに大きく，あなたのお姿は
いかに美しいことよ。
あなたの恵みの大きさは，誰も測り知れない。
主の一言で，この世は創造された。
そこから何十万という河が流れはじめた。
あなたの創造〔の偉大さ〕を私は測り知れない。
私は一度たりとも，この身をあなたに捧げることが
できない。
あなたのお気に召されるものは良き行ない。
あなたはつねに安寧にして形無きお方である。
あなたの膜想は数知れない。あなたの愛は無限。
礼拝は数知れず行なわれ，苦行も数知れずある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　そらん
聖典の数は無数にあり，ヴrダを譜ず者も無数に
いる。
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ヨーギー
世俗を離脱した行者も数知れずいる。
　　グナ　　　　　　　　　　　　　　　　バ　ガ　ト
主の徳と知識を瞑想する大聖人も数知れずいる。
敬震な人は数知れず，篤志家も数知れずいる。
鉄を口にするようなつわものも無数にいる。
一心に主を愛し瞑想、して沈黙を続ける隠者も無数い
る。
あなたの創造〔の偉大さ〕を私は測り知れない。
私は一度たりとも，この身をあなたに捧げることが
できない。
あなたのお気に召されるものは良き行ない。
あなたはつねに安寧にして形無きお方である。
〔あなたの存在が〕見えない愚か者は無数にいる。
盗人や不当な稼ぎをする者も数知れずいる。
力ずくで人を押さえつける為政者も数知れずいる。
いさもの
生物ののどを切り，殺獄を犯す者も数知れずいる。
無数の罪人が罪を犯す。
欺隔の中にさまよう者も無数いる。
　　　　　　　　　　ムレツチ　ヤ
汚れたものを食べる卑しい者も数知れずいる。
　　　　　　　　　　　　　　　　そし
頭に他人の罪の重荷を負って人を誘る者は数知れな
い0
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　　　　　　　　いやナーナクは自らを卑しめて雷う。
私は一度たりとも，この身をあなたに捧げることが
できないと。
あなたのお気に召されるものは良き行ない。
あなたはつねに安寧にして形無きお方である。
主の御名は無限。その住まわれる所も無限。
主の世界は無限で，致達し得ず，知り得ない。
〔それらを〕「数限りない」と呼ぶことさえ，頭に罪
の重荷を負うのに似ている。
ことばにより，主の御名が唱えられ，ことばにより
主が讃えられる。
ことばにより，主の知恵と徳が唱えられる。
ことばにより，主の御言葉が書かれる。
　　　　　　　いきもの
ことばにより，生物の額に運命が書かれる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　こうべ
しかし，この運命を書き給うた主の頭には，運命は
及ぼない。
主の命じられるままに人は従う。
主の創造は偉大であり，主の名声も偉大である。
主の御名のない’ところはない。
あなたの創造〔の偉大さ〕を私は測り知れない。
私は一度たりとも，この身をあなたに捧げることが
できない。
「ジャブジー」口語訳
　　　　　　禰詣葡細〃
　　　　　　nanek（u）n±c（v＞k∂2　vicar（u）
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あなたのお気に召されるものは良き行ない。
あなたはつねに安寧にして形無きお方である。
汚れた手・足・体は水で洗うときれいになる。
尿で汚れた衣は石鹸で洗うときれいになる。
しかし，罪で汚れた心は，主の御名という愛で洗う
ときれいになる。
ただ口先では，篤信の入にも罪人にもなれない。
何度もくり返す行為が心に刻まれる。
人は自分で種を蒔き〔それを〕苅りとる。
ナーナクよ。主の御心により，人はこの世に来て去
る〔輪廻をくり返す〕。
聖地巡礼，苦行，慈悲，施しをしたとしても，ごま
っぶほどの〔小さな）名誉を受けるだけ。
〔心から主の御名を〕聞き，信じ愛する者は〔誰で
も〕心の中の巡礼の場で，汚れを落とすことができ
る。
　　　　　　　グナ
主よ。あらゆる徳はあなたのもので，私には何もな
いo
グナ
徳を高めることなく，主に帰依することはできない。
自らこの世のものであられ，ブラフマー等の御言葉
であられる主を私は頂礼する。
まこと
真であり美である主の御心には，つねに喜びがある。
この世が創造されたのはいつのことで，どの瞬間で，
どの日付で何曜日で，どの季節で何月だったのか。
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fジャブジー」［：1誰訳
　　　　　　　　　　　　　　　バ　ン　デ　イ　　ト
プラーナに書かれているのに，ヒンドゥー学僧は，
創造がいつか分らない。
〔ムスリムの〕カージーも，コラーンに書かれてい
ても，その創造の時を知らない。
ヨーギーも，B付，曜日，月，季節を知らない。
天地を創られた創造主だけがその時をご存知だ。
主よ。私はあなたをどのように表わし，どのように
讃え，どのように描写し，どのように知ることがで
きるでしょう。
ナーナクよ。すべての者が主の話をして人よりも賢
くなろうとする。
主は偉大な王で，御名は偉大である。
　　　　　　　みわざ
すべては，主の御業に従って起こる。
ナーナクよ。〔主について〕知っているなどという考
がおれば，〔その者は〕来世で祝福されぬだろう。
冥界の下に冥界があり，空の上に幾十万の空がある。
主の限界を人はさがし求めて疲れきった。ヴェーダ
も一つのこと〔この世の空しさ〕を説く。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かなめ
一万八千の世界があるとコラーンはいうが，要は無
限の主があるだけ。
〔主の無限性を〕書こうとすれば，人をそれを書い
ているうちに命果ててしまう。
ナーナクよ。主を偉大といえ。主は自らをご存知だ。
いくら主を讃えても，人は主の偉大さを知る力をも
たなかった。
海に注ぐ川が海の大きさを知らないように。
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海山のように，巨万の富を持つ王も，心に主を忘れ
ぬ蟻〔のように小さい璽暢）にも及ばない。
主を讃える覆葉も終りなく，主を讃える人も限りな
い。
　　みわざ
主の御業も限りなく，主の恵みも限りない。
主の見られるもの，聞かれるものも限りない。
主の御心は無限で，
主の創り給うた物も無限。
その境界は果てしない。
主の限界を知りたいと多くの者は嘆く。
しかし，主の際限は知られない。
誰も主の限界を知り得ない。
多くを語れば語るほど，分からなくなる。
主は偉大で，御座は高い。
主の御名は最も高き者よりもさらに高い。
主と同じほど高位にいるものだけが主を卸ることが
できる。
主の偉大さは，主自らがよく知っておられる。
ナーナクよ。慈悲深い主の恵みにより，我らは祝福
を受ける。
主の恵みの大きさは書くことができない。
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偉大な主は施しのみをなさり，ごまほどの少量もど
ん欲心はお持ちにならない。
無数の兵士が主の恵みを乞う。
主に思いをはせる者は数知れずいる。
悪い行ないにふけって，身を滅ぼす者も多い。
つねに主の恵みを受けながら，それを拒否する者も
多くいる。
〔感謝の気持なく〕主の恵みをむさぼり食いつづけ
る愚か者も多くいる。
苦しみと飢えに耐えていつもこらしめを受ける者も
多い。
それも又，主の恵みである。慈悲深い主よ。
〔輪廻の）束縛からの解脱は主の御心による。
主以外の誰も〔解脱を〕言うことができない。
〔それを〕言えるという愚か者がおれば，〔来世で〕
罰を受けるだろう。
主はすべてをご存知で，主自らが与えられる。
それでも，主が我々に与えられるという人は少ない。
主の恵みを与えられる者だけが，ナーナクよ，主は
王の中の王であると称賛する。
　　グナ
主の徳は高価であり商い〔主の徳を知る精神作用〕
も高価である。
　　あきんど
主の商入も高価，その店も高価。
主のもとに来，主から買物をする者も高癒。
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主の愛も主に没入することも高価。
主の裁きも，宮殿も尊い。
　　　　　　　　　　　てんびん
主の〔人の行為を測る〕天秤も主のおもりもかけが
えない。
主の恵みも，主の〔承諾の〕しるしもかけがえない。
主の恵みはかけがえがなく，主のご命令もかけがえ
ない。
主のあらゆる御業はすべてかけがえがなく，描写で
きない。
主よ。つねに主に語りかけることによって，．入はあ
なたの愛にうずもれようとする。
ヴェー一ダやプラーナを請する者も主の偉大きを歌
う。
学者たちも主について語る。
ブラフマーもインドラ神も主をほめたたう。
ゴーt’一
牧女もクリシュナも主をうたう。
シヴァもヨーギーも主をうたう。
主により悟pを開いた者もすべて主をうたう。
鬼も神も主をたたえる。
半神も人もムニ達も下僕も主を語る。
多くの者が主〔の偉大さ1を語り，語ろうとする。
主について語りつづけながら〔空しく〕この世を去っ
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rジャブジー」口藷訳
た者も多い。
主がすでに創り給うたものをさらに創られようと
も，誰も〔主の徳を〕述べることができない。
主は気に召されるほど，偉大となられる。
　　　　　　まこと
ナーナクよ。真の主は自らの偉大さを知る。
〔主の徳をすべて〕語れるとたわ雷をいう愚か者あ
れば，最も愚か者と書き留められよう。
主よ。あなたが座し給うて，すべてを見つめられる
戸はどんな〔にすばらしい）か。その家はどんな〔に
すばらしい〕か。
無数の楽器が響きわたり，楽師も無数にいる。
無数の調べで主の徳をうたう。主の栄光をうたう吟
遊詩人の数も無数。
あなたの徳を風水，火が歌い，あなたの戸口で法
王もあなたの栄光をうたう。
〔人の善行悪行を記す〕チットラグプタの記録に従
い，法王は裁く。そのチットラグプタもあなたの栄
光をうたう。
シヴァ，ブラフマー並びにその妃はつねに主の栄光
をうたいつづける。
神々に囲まれて玉座に座るKンドラも主の門前でう
たう。
聖者も瞑想して主をうたう。聖者も主を思う。
禁欲養も，誠実な人も悦に入る蕎もうたう。糞者も
主を讃えてうたう。
バンデイト
学者もヴェーダを読む人も，幾世にわたってリシ達
と共に主をたたえる。
天界，地界，下界において，入の心を奪う天女もあ
なたをうたう。
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主の創り給うた宝石も，六十八の巡礼地もうたう。
勇敢な兵士も勇士も，〔卵，胎盤，汗，空気という〕
四つの根元から生まれたものもうたう。
あなたに創造された大陸も世界も，あなたに置かれ
た宇宙もすべて，主〔の徳）をうたう。
あなたの喜び給う者，甘露の家であなたの愛に浸っ
た者だけがあなたの徳をうたう。
私の知り得ぬ人が外にあなたを讃えてうたう。
ナーナクよ。それらの人々はどう描写できようか。
その主こそつねに真理である。主は真理である。
真理こそその御名である。
たとえこの世が滅んでも，創造主は決して滅びない。
この世を作り給うた主は，さまざまな方法でさまざ
まな色と種類を作られた。
主は主の偉大さの気に召すように，自分の創造され
た物をご覧になる。
主は気に入られた通りになさるだろう。
主に命令することはできない。
ナーナクよ。主は王の中の王であり，主の御心に従っ
て生きるのがよい。
満足をあなたの耳輪とし，謙虚さをあなたの施しを
受ける袋とし，瞑想を体に塗る灰の代わりにしなさ
いo
死について考えることを，つぎをあてた衣とし，処
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「ジャブジー」口語訳
女の体のような純潔をあなたの人生の道とし，主へ
の信心を杖としなさい。
四海同胞愛を〔ヨーガ派の〕最大の目標としなさい。
そして，自分の心を制してはじめて，園りの世界を
制することができると知りなさい。
私は主を頂礼する。
　　　　　　　　　　　　　　　と　わ
最初で，純粋で，不始で不滅，永久にお姿の変らな
い主を。
神の知識を糧とし，慈悲を食を施す者とせよ。
すべての人の心に鳴る神の調べを聞け。
すべてを支配されるのは最高の主自らで，富と奇跡
は〔聖者の好まぬ）変った味である。
出会いと別離は共に世の中の習い。
人は運命によって分け前を得る。
私は主を頂礼する。
最初で，純粋で，不始で不滅，永久にお姿の変らな
い主を。
主なる母（マーヤー）は創造を企てて，三人の弟子
を生んだ。
それは，創造主（ブラフマー），食を施す者（ヴィシュ
ヌ），破壊する者（シヴァ）。
主はそのご意志と命令に従って，彼らを行動させる。
主は彼らをご覧になるのに，彼らが主を見ないのは
不可解である。
私は主を頂礼する。
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最初で，純粋で，不始で不滅，永久にお姿の変らな
い主を。
どの世にも主の御座と宝庫がある。
主はその宝庫に一度だけすべてのものを入れられ
た。
主は自分の創られた物をじっと見守っておられる。
　　　　　　　まこと　　　　　　みわざ　　まこと
ナーナクよ。真の主の御業は真である。
私は主を頂礼する。
最初で，純粋で，不始で不鳳永久にお姿の変らな
い主を。
私の一枚の舌が十万の舌になり，さらに二百万にな
　　　　　　　　　　　　　　　ジアグヂイ　シユ
ろうとも，その雷で何十万回でも世界の主の名だけ
を唱える。
この道にある階悌を登って私〔花嫁〕は背の慰と一
っになろう。
天界の話を聞けば虫ケラさえも，主に会いたい気持
にかられる。
ナーナクよ。主の恵みにより神を得る。おごるもの
はすべて欺隔である。
話す力も黙る力も〔我らには〕ない。
乞う力も与える力も〔我らには］ない。
生きる力も死ぬ力も〔我らには〕ない。
心を揺さぶるような版図も富も〔我らには〕ない。
神の知識を獲得して主を瞑想する力を得る能力も
〔我らには1ない。
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nan∂｝に　nedri　　pale　　kuτi　kuVε　this
wwftE　fi1，西冊初〃
・k臓（・）｝。・（u＞・up・・e　」一。・（v）
認3｝肋，論汚存ヨ〃
3。r（u）ne　mepgelL（1）de戦〈1＞ne　30r（u＞
初3齢，胴倦葡鳶〃
3。r（u）ne　3i▽e汽（1）mer∂敬（エ）n9｝。r（u＞
殖汚論｝幽｝禽需1’
ts。r（u）ng　ra3（1）ma！〈王）m∂n（エ）s。r（u）
需8胴望馳勲〃
30r（U）ng　sureti　g王an（エ＞vicar（エ）
「ジャブジー」口語訳
この世から逃れる力も〔我らには〕ない。
その力を有する主のみが，その力を行使する。
　　　　　　　　　　　　　　　いやナーナクよ。主の前では高い者も卑しい者もない。
主は夜と季節と月，日付，曜日を創り給うた。
大気と水と火と瞑界を創られた。
　　　　　　　　　　ダルム　サ　　　ル
そのまん中に，主を瞑想する家として地球を創り給
うた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いきもの
そこに，さまざまの色をもった，さまざまな生物を
住まわせられた。
その名前は多様で無限。
人は業によって裁かれる。
　　　　　まこヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まこヒ
主は自ら真であり，その住まわれる宮殿も真である。
そこには，主の恵みのしるしを得た神・igしい聖者が
おわし，善と悪が試される。
ナーナクよ。そこにたどりつけば〔このことが〕分
る。
　　　　　　　　　　　　　　グ　ラムのカンド
これが〔人聞発達の五段階の〕敬慶の設階の法であ
る。
ギヤーtン ● カン　F
〔次の〕知恵の領域について書うならば，大気と水
と火とクワシュナ神とシヴァ神が沢山いて，多くの
ブラフマーがいて，さまざまな形と色で装いを凝ら
している。
行動の場は数知れずあり，山も無数にある。
無数の北極星が教訓を学んでいる。
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無数のインドラ神，月，太陽，宇宙，国がある。
ヨーギー，悟りを開いたもの，禁欲者，女神の数々
の形。
　　　　　　　　ム　　ニ
多くの神，悪魔，聖者，大海と宝石。
多くの〔創造の〕源，言葉，王朝。
神の知識をもつ人も数知れず，神の下僕も数知れず
いる。
ナーナクよ。〔すべてはこのように〕無限にある。
ギヤーンoカンド
知識の領域では，ブラフマーの知識がさん然と輝く。
　　　　　　　　　　　　かなそこでは，神秘の音楽が奏でられ，無限の喜びと悦
楽が生まれる。
サラム　カンド
精進の領域の雷葉は美である。
そこは，比類なく美しく飾られている。
その場所の話は描写できない。
　〔それを敢えて〕描写しようとする者は後で悔いる。
そこでは，知恵，心，魂，意識が新たに作られる。
そこでは，聖者の霊が新たに作られる。
カラム　カンド
恵みの領域の言葉には，霊の力がある。
そこに住むのはただ一人，勇敢な兵士のみである。
　　　　　ラ　ム
彼らには，主の御霊があふれるほど宿っている。
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fジャブジー」口語訳
多くの勇気ある女性達も誇らかにそこに侍る。
その美しさは言い表わせない。
主の御霊を宿した彼らは，死ぬこともなく，欺かれ
ることもない。
　　　　　　　バ　ガ　ト
幾つもの世界の大聖人もそこに住む。
　　　　　　　　　　　まこと
彼らは楽しむ。その心に真の主が住まわれるから。
サツチ　カン　ド　　　　　　ニラン　カ　ル
真の領域では，形無きお方がお住まいで，被造物を
守り，惜しみなく恵みを施し，喜びを与えられる。
その領域には，大陸と世界と銀河がある。
それを述べようとすれば無限だ。
そこは，世界の上に世界が重なり，形あるものに形
あるものが重なる。
万物は主の御心の命じる通りの働らきをもつ。
主は自らの創り給うたものを眺め，思われ，悦にみ
られる。
ナーナクよ。サッチ・カンドを言い表わすのは，固
い鉄〔を食べるの〕と同様に，難しい。
禁欲をかまどとせよ。忍耐を金工師とせよ。
理解をかなとことせよ。ヴェーダを道呉とせよ。
〔神への〕恐れをふいごとし，腰罪を火とせよ。
主の愛を骨露の注がれる食器とせよ。
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　　　　　　まこと
このように，稟の鋳造所で主の御言葉が作られる。
それが，主の恵みのまなざしを受ける者の日毎の仕
事。
ナーナクよ。慈悲深い主の恵みを受ける者は幸わせ
だ。
〈結び〉
グルなる大気，父なる水，母なる広大な土。〔我らは
この三つから作られている｝
昼と夜が子供を見守る子守のように，全世界を守っ
てくれる。
　　　　　　　　　　いきもの〔その〕膝ぞあらゆる生物が遊ぶ。
我らの業は，善きも悪しきも，神の法廷の裁きに至
る。
各々の業に従って，神の座に近く座る者もいるし，
遠くに退けられる者もいる。
主の御名を瞑想した者は，骨身を惜しまない献身的
な者だ。
ナーナクよ。彼らの顔1ま喜びに輝いている。
こうして多くの者が解放されるのだ。
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